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A1  経営と情報が学べることと、オープンキャンパスに参加した際に感じた温かな

校風に惹かれ多摩大を希望しました。A2  ゼミを通して企画を考え、最後までやり

きることで、行動する力と姿勢が身につきました。A3  就職活動の中で、自分の適

性が「話を聞き支援する方法を考えて行動すること」であると感じ、金融機関であ

れば適性を活かせるのではないかと考えたためです。A4  実学で得た主体性を武器

に、金融機関の職員として地域の経営者を一番近くで支えたいです。

A1  経営学と情報学を複合的に学べることと、少人数ゼミで主体的に学びたかった

ためです。A2  経営と情報の両面から課題解決力を身につけ、発表やリーダーに挑

戦することで主体性が成長しました。A3  元は警察官志望でしたが、面接を受け性

格や価値観に合う仕事だと考え、公務員を目指しました。A4  警察官志望から得た

志を胸に、培った主体性を活かして市民の生活を支える公務員になります。

◎三位一体就職支援

ゼミ担当教員、キャリア支援課が密に連携し、学生の情報を共有する

独自の支援体制です。学習状況から学生の個性までを多角的に把握す

ることで、窓口で待つだけではない能動的なフォローを実現。一人ひ

とりの目標に最適な進路指導を全学で展開します。

学生

ゼミ担当教員 キャリア支援課

人間としての成長を
目指した個別指導

適性と希望のバランスを
見据えた情報提供

常に情報をやりとりし学生の状況を把握

進路希望
カード

徹底した少人数教育のもと、教職員が学生一人ひとりの個性を把握し、主体的な成長を伴走支援します。三位一体の

サポートと実学の経験が、納得感のある進路実現へと導きます。

就 職 支 援

STUDENT'S INTERVIEW
在 学 生 イ ン タ ビ ュ ー

Q1 なぜ多摩大学を選んだの？ Q2 4 年間の成長ストーリー Q4 将 来の目標は？Q3 どうしてその業界を選んだの？

教 え て！ セ ンパ イの リ ア ル！

経営情報学部

4 年 T・Kさん

地域金融機関 内定

経営情報学部

4 年 O・Mさん

公務員（東京都23区） 内定

A1  オープンキャンパスで受けた模擬授業をきっかけに多摩大を志望しました。

A2  課題に向け、アイデアだけでなく市場や地域・実現性を考慮し解決策を考える

ようになりました。A3  鉄道は、多くの人（地域の人）を支え、生活に必要不可欠な

ものと思い、この業界を選びました。A4  鉄道インフラの仕事を通じ、大学で学ん

だ構想力を活かして地域の未来を支えたいです。

経営情報学部

4 年 T・Aさん

大手電鉄会社 内定

A1  独りで行動することが多かったので、少人数教育に魅力を感じ「 情報を軸にし

た経営 」が学べると感じたからです。 A2  情報技術と経営を学び、人との関わりを

通して社会人としての視点を身につけました。 A3  もともと教育業界に関心があ

り、更に情報技術を活かせる場に進みたいと考えたためです。 A4  ICT の力で教育

現場を支え、家庭学習をより豊かにする教材開発エンジニアになりたいです。

経営情報学部

4 年 T・Nさん

大手学習教材会社 内定

◎就職支援の考え方

多摩大学の就職（キャリア）支援は、単なる就職テクニックの伝授ではなく、

社会の構造を正しく理解し、自ら歩むべき道を論理的に導き出す力を養うこ

とを目的としています。

最大の特徴は、キャリア支援課の職員一人あたりの担当学生数を約40名にま

で絞り込んだ圧倒的な少人数フォロー体制です。これにより、全学生の「顔と

名前」を把握した上でのきめ細かい個別支援が可能となっています。低年次か

ら始まるキャリア教育では、給与や勤務地といった条件面だけではなく、デー

タに基づいた企業分析の手法を指導。知名度に捉われず、その企業が社会で果

たす役割や将来性を科学的に見極める視点を養います。また、地域や企業と連

携した「実学」の場を重視し、失敗を恐れず挑戦する中で、学生自身の「主体

性」を引き出します。内気だった学生がリーダーへと成長し、自信を持って社

会へ羽ばたけるよう、教職員が対話を重ね、学生の潜在能力を最大限に言語化

する。この「個」への深い関わりこそが、多摩大学のキャリア形成の根幹です。
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